
- 1 - 

会議等名 平成 23年度 第３回海老名市外部評価委員会  

日    時 平成 23年 10月 26日（水) 15：00 ～ 17：35 

場    所 ３Ｆ 政策審議室 

出 席 者 外部評価委員会：大治委員長、諏訪副委員長、久保田副委員長、 

成瀬委員、小林委員、山﨑委員、清水委員、小島委員 

門倉委員、阿部委員、堀尾委員、小幡委員 以上 12名 

海老名市：清水市長室長、二見市長室次長兼政策経営課長 

告原企画政策係長兼行政経営係長、本杉主査（書記） 

 

＜ 会議進行：二見市長室次長 ＞ 

 

１ 開 会 【二見市長室次長】 

 

 ◎内野海老名市長あいさつ 

  ・平成 21 年 11 月から２年間の任期が 10 月の末日をもって満了となり、これまでの

ご尽力に対して、心から感謝申し上げたい。 

  ・ここで、退任される委員におかれては、海老名市政に対して今後とも様々な意見等

を賜りたいと思っている。 

  ・本日の委員会では、外部評価委員会からの意見等を踏まえ、各担当課の職員より進

捗評価結果を説明させていただく。 

  ・担当課の職員が外部評価委員の皆様の前で説明させていただくことは、非常に勉強

となるので、各事業計画に対して厳しくご指導を賜りたい。 

  ・この外部評価委員会も平成17年 11月に発足して今年で６年となったが、外部評価

自体が始めての試みのため、委員の皆様から意見等を賜わり試行錯誤しながら実施し

てきた。 

  ・職員数も平成17年度当初と比べて80人程度減ってきているので、来年度は市の機

構を変え、財政課の予算と実施計画を一緒にし、実施計画イコール予算という形を考

えている。 

  ・今後の外部評価については、予算の部分にリンクして、より分かりやすくなってい

くので、引き続き、委員の皆様から意見等を踏まえながら、実施計画の見直しを行っ

ていきたい。 

 

２ 委員長あいさつ 【大治委員長】 

   ・現在の外部評価委員会のメンバーでの委員会も最後ということで、この２年間が

とても早く感じた。 

・この間、評価調書のフォーマットの変更や、本日の進捗度の報告を担当課から受

けるという行為も外部評価する中での一つの進歩・発展だと思う。 

・このようなプロセスのもと、引き続き外部評価をより充実したものとするために

次につなげていきたい。 

・また、本日は担当課から説明があるということなので、タイムスケジュールなど

議事進行については二見市長室次長に委ねますので、よろしくお願いしたい。 
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３ 議 題 【議事進行：二見市長室次長】 

（１）平成２３年度進捗評価結果について 

・本日の進捗評価結果の流れについて事務局から次のとおり説明を行う。 
  ・外部評価対象の３３事業の内、外部評価委員会より事業内容等に対して指摘のあ

った１８事業について、別紙の「説明スケジュール」により担当課の職員より、説

明を行い、残りの１５事業については、事務局よりまとめて説明する。 

  ・担当課は１事業あたり２・３分程度、事業の現状と今後の取り組みについて説明

を行い、その後、外部評価委員より割当時間の範囲内で意見等を伺う。 

 

❑外部評価委員より意見のあった事業 

 ＜市民協働部＞ 

 ・防犯対策の充実（市民安全課市民安全係） 

  ⇒地域の防犯パトロール隊の効果は認めるが、地域のコミュニケーションを図り、

参加者が増えるような方策も考えるべきである。 

 

 ＜保健福祉部＞ 

 ・特別保育の充実（子育て支援課保育係） 

  ⇒現在実施していない事業は、引き続き検討していくべきである。 

 ・子育て支援センターの運営（子育て支援課保育係） 

  ⇒アンケート調査結果を分析し、次年度以降の計画に反映するための検討をすべき

である。 

 

 ＜経済環境部＞ 

 ・地域営農活動の推進（農政課農政係） 

  ⇒農用地の指定拡大とあわせて営農計画を推進すべきである。 

  ・農業の活性化（農政課農政係） 

   ⇒専門家の意見を取り入れながら再度、事業の方向性を検討すべきである。 

  ・分別回収の充実（資源対策課資源対策係） 

   ⇒資源ごみの持ち去り対策を徹底すべきである。 

  

 ＜建設部＞ 

  ・橋梁の整備（道路整備課橋りょう鉄道係） 

   ⇒永池川改修工事に伴う橋の架け替え整備に対しても担当部課の考え方を明記す

べきである。 

  ・公共下水道の整備【雨水】（下水道課工事係） 

   ⇒工事対象区域の住民に対して、年次計画を含めてもっとＰＲすべきである。 

 

  ＜消防本部＞ 

  ・自主防災組織の充実（予防課予防係） 

   ⇒事業の見直しを行うのであれば、具体的な方策を明記すべきである。 

  ・防災行政無線の整備（予防課予防係） 

   ⇒自治会にアンケートを実施するなど、難聴地域をある程度把握すべきである。 
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  ＜市長室＞ 

  ・防災対策の充実（政策経営課危機管理係） 

   ⇒計画の見直しの際は、学校の防災計画と調整を図るべきである。 

  ・花いっぱい運動の推進（政策事業推進課事業推進係） 

   ⇒地域コミュニティの上でも重要な事業なので、継続して実施すべきである。 

  ・えびなの森の創造（政策事業推進課事業推進係） 

   ⇒緑化と環境という面から市としての考え方を整理すべきである。 

 

 ＜今後の展開＞ 

  上記の外部評価委員からの意見は担当部課へ周知する。 

 

  ※なお、各事業における質疑応答は省略させていただきましたので、ご了承願います。

 

（２）その他 

   特になし 

 

 

４ 閉 会 【二見市長室次長】 

 

 

                                   以 上 

 


